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毎年、夏に北品川の六行会ホールで開催される『 チルフ

ェス（ 六行会チルドレンズフェスティバル）』 は、今年

で14 年目を迎えます。チルフェスは、地域の子どもた

ちに優れた芸術文化を提供し、高度で良質な舞台劇や音

楽劇に触れる機会を提供する貴重な機会となっていま

す。今年も 7 月に開催されるチルフェス2014 実行委

員長の有馬成美さんにお話を伺いました。

今回、舞台鑑賞以外にもたく さんの人に参加していただ

けるよう、『 きて！みて！あそぼう！』 という呼びかけ

のもと、7 月12 日（ 土） 11 時～15 時に、地元の区

立品川学園の自治会の皆さんが、おまつり広場で『 品学

縁日』を開催するそうです。新たな企画の提案から当日

の運営まで、自主的に取り組む生徒さんたちの活躍に期

待が高まります。

また、チルフェスでは、0 歳からの子ども連れでオーケ

ストラの公演が聴けるクラッシックコンサートや、オー

ケストラの演奏の後、小さな子どもたちが本物のオーケ

ストラの楽器に直接触れることができる楽器体験も大

変人気が高いそうです。子どもと一緒に生の演奏を聴い

たり、子どもが本物の楽器に触れる体験は、いつまでも

家族みんなの心に残る素晴らしい夏の思い出となるこ

とでしょう。

それから、世界のさま

ざまなダンスを絵本の

ような物語で描くダン

スパフォーマンスや、

パントマイムと本格的

なマジックが同時に味

わえる演劇マジックな

ど、舞台劇以外にも多

様な芸術と出会えるプ

ログラムが用意されて

います。

さらに、いろいろな芸術を鑑賞するだけではなく 、体

験やワークショップなどを通じて、子どもたちが芸術

を身近に感じ、強く印象に残るような工夫が、至ると

ころに施されています。

この素晴らしい企画の運営に携わっているのは、六行

会ホールを会場として提供している一般財団法人六行

会、舞台芸術に関心のある地域の様々 な人たち、この

企画の趣旨に賛同して協力したいという有志の方々

や、NPO 法人品川こども劇場など。六行会ホールの

建設に携わった方もいらっしゃるそうで、一人ひとり

のさまざまな知識や経験を集結させ、協力する皆さん

のそれぞれの持ち味を活かしてチルフェスが創り上げ

られているのです。

このように、毎年、地域で子どもから大人まで幅広い

人たちが楽しめるこのような大規模なイベントを開催

するに当たって、たく さんの方々 のさまざまな協働が

行われています。

これまでには、地域の学校の生徒さんたちの部活の発

表の場となったこともあり、今後も地域のさまざまな

団体、学校、企業、個人が協力し合い、活躍できる場

として、地域の皆さんに親しまれることでしょう。そ

んなチルフェスの会場に足を運んでみませんか？

開催日程 2014 年 7月 6日（日）～7月 27 日（日）

開催場所 六行会ホール 東京都品川区北品川 2-32-3

問い合わせ先

住所 : 〒140-0001

東京都品川区北品川 2-32-3（一財）六行会内

六行会チルドレンズフェスティバル実行委員会

T E L : 03-3471-3200（10：00～17：00 土・日・祝休み）

FAX : 03-3471-3426

※詳しくはコチラからご覧ください

WEB : http://chilfes.com

チ ルフ ェ ス 2 0 1 4 I N 品川

第５号は「 子育て・ 子育ち」 に関する品川区の様々 な協働の取り組みを紹介していきます。

〔 品聞
しなもん

に関する問い合わせ先〕

品川区地域活動課協働・ ふれあいサポート係 TEL 03-5742-6605



―渡辺さんに共感し一緒に活動するきっかけを教えてくだ

さい

幾島： 渡辺さんは、おばちゃんちを立ち上げる前は中野

区の児童館の館長をやっていました。お母様の介護をし

ながら品川の地域で新しいことを始めたいというとこ

ろから、おばちゃんちの構想がうまれたのだと思います。

私が渡辺さんと一緒に活動をするきっかけは、ある勉強

会に参加した時、児童館の館長として渡辺さんが出して

く る事例が「 館長でこんなに一人の子どもや家族のこと

を知っている人がいるんだ」 と、

とても魅力を感じたことからで

す。大きな組織を回す力も持ち

ながら一人ひとりの子どもや親

を大切にできる、その目線がと

ても素敵でした。

倉田： 私は子どもの頃、風呂なしトイレと流しは共有と

いうアパートで育ち、同じアパートに住む、血縁ではな

い、おばちゃんに、すごくお世話になりました。渡辺さ

んの、地域のなかで血縁ではない人間関係をつく って暮

らしやすい世の中を、という考えに共感し、何かお手伝

いをしたいという思いからより深く 足を踏み入れるよ

うになり今日に至っています。

―協働、まちづくりで大切にしてきたことは

幾島： 渡辺さんは支援する側、される側ではなくお互い

様の関係を大事にしていたと思います。一方的に誰かが

誰かを助けるではなく 、助けてもらうこともあれば助け

ることもあるし、何か人の助けになること自体がその人

の喜びや生きがいにもなるんだと思います。それから子

育てのやり方や常識は時代と共にどんどん変わってき

ています。自分たちの常識を今のお母さんたちにあては

めたりせずに、考えが違うことを認め合うこと。「 違う

から面白い」「 違うから新しい発見がある」 ということ

を渡辺さんは、よく言っていました。

―「懇話会」「社会貢献活動しながわ」での取り組み

倉田： 品川区と協働を考える懇話会でも、してあげる、

してもらう、ではない平らな関係を大事にしていました。

懇話会で協働とは何ぞやと勉強しあう中で、それが「 社

会貢献活動しながわ」に発展していったと聞いています。

出展団体を公募にすることや開催日を土曜日にするこ

となどを一般の区民の方からの意見もとりいれられ提

案し現在の形に繋がっていると思います。

―近くで働いていてすごいなと思ったことは

幾島： 文章を一晩で書き上げたり、組織図やエクセルの

表などを、構想ができたらすぐに書き上げることができ

る、そういう行動力は本当にすごかったと思います。

倉田： やわらかく て心配性で、どこかぬけていて、フレ

ンドリーなおばちゃんという面は、みんなが広場で見て

いる渡辺さんの一面。実は統計マニアと言えるほど数字

を大切にしていて、実績をきちんと入れて数値化し分析

することなど、データに関しては厳しかったです。

―これから私たちができること 受け継いでいきたいことは

幾島：目の前にいる一人の子どもを大事にしていかない

と、みんなに良いことはできないということ。

私は微力ながら後を引き継いで代表をやることになり

ましたが、大きな組織を回し、全体を見ていく ことと、

一人の人を見ていく ことは繋がっていると思います。そ

れを大事にしていきたいのです。そしてあたたかい風の

吹くまちをつくっていきたいと思います。

倉田：渡辺さんは、おばちゃんちを運営していく うえで、

いろいろなところから助成金をとって、団体としてのイ

メージをきちんと持って活動をしてきました。私も小さ

な団体を立ち上げるときに、まず規約をつく ることや、

区の施設など登録できそうなところには、ちゃんと登録

してから活動を始めることなど、組織を回すことを教え

られました。一人ひとりを大事にする細やかさや丁寧さ

と、組織を回して団体を成立させていく大胆さ、大きな

視点と小さな視点を持つこと。

教えられたことはこれからも

やっていかないといけないし、

次の人たちにも伝えていきた

いと思います。

―ありがとうございました

※ インタビューの全文は「 しながわすまいるネット」

http: //shi nagawa-smi l e. net/ 内の「 協働ネットワーク

しながわ」 のページから閲覧することができます。

NPO 法人ふれあいの家‐おばちゃんち

140-0001 品川区北品川 2-28-19 品川宿交流館 3階

電話・FAX 03-3471-8610 ※月～金の 10：00～16：00

２０１４年４月４日、品川区で長年にわたり協働やまちづくりに取り組まれた、渡辺美恵子さん（ＮＰＯ

法人ふれあいの家‐おばちゃんち元代表）が逝去されました。今回の「クローズアップしなもん」では、

おばちゃんち現代表理事の幾島博子さん、同団体事務局長の倉田雪絵さんとともに、渡辺さんの品川

区での取り組みを振り返っていきます。 渡辺美恵子さん

ク ロ ー ズア ッ プ ！ S h i n a m o n

幾島博子さん（左） 倉田雪絵さん（右）
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【 すまいるスクール鈴ヶ森】

住所：南大井 4-16-2 電話/Fax 3763-0144

鈴ヶ森小学校は、通常の教室がある校舎から校庭を挟

んで反対側にすまいるスクールを行っている建物があ

り、子どもたちは放課後、別棟で気持ちを切り替えて過

ごすことができます。鈴ヶ森の特徴的な取り組みとして、

平成23 年度からスタートした『 ぶんぶんクラブ』があ

ります。『 ぶんぶんクラブ』 は、東京学芸大学との共同

研究で、言葉などのゲームをみんなで楽しみながら、読

み書きの基礎になる力を育てます。鈴ヶ森から始まった

取り組みですが、現在は鈴ヶ森以外の3 校でも実施さ

れています。ただ、東京学芸大学の学生さんが講師とし

て指導に当たっているのは鈴ヶ森だけであり、大学、学

生さん、NPO法人ぷれしゃすはーと、品川区の協働で

運営されています。対象は3 年生のみで、毎週火曜日

の午後4 時からの45 分間です。現在、3 年生74 名

中33 名という半数近い子どもたちが登録しており、学

習のプログラムであるにも関わらず、大変人気が高くな

っています。その人気の秘密は、学生さんたちのアイデ

アによる子どもたちが楽しんで取り組めるためのさま

ざまな工夫です。45 分間を前半後半の２つのパートに

分け、前半は集中タイムで個別にプリントに取り組みま

す。プリントの内容も穴埋めクイズや言葉探しなど、学

力に関係なく 子どもが遊ぶように学べる工夫がされて

います。後半は漢字探しゲームをチーム戦で行う形にし、

全ての子どもたちが目を輝かして積極的に取り組んで

います。課題が終わった後には、学生さんが作ったオリ

ジナルのシールがもらえるシステムになっており、皆が

それを楽しみにしています。また、ぶんぶんクラブでは、

まだ習っていない漢字を含めて行っています。これは、

子どもたちが授業で

出会った時に、「 知っ

ている」、「 読める」 こ

とで、学習意欲の低下

を防ぎ、漢字により親

しみを持たせること

を狙いとしています。

【 すまいるスクール第二延山】

住所：旗の台 1-6-1 電話/Fax 3781-1992

正門から玄関を入るとすぐ、広々 とした吹き抜けのス

ペースが特徴的な近代的な造りの第二延山小学校。その

吹き抜けの正門から向かって右側のエリアに体育館や

図書室などの特別教室が備わっています。その一部がす

まいるスクール専用のすまいるルームになっており、子

どもたちがランドセルを置くロッカーや、さまざまな室

内遊具が充実した遊びのスペースがあり、１～６年生の

子どもたちが好きな遊びを楽しんでいます。その隣りの

ふれあいルームには工作のスペースがあり、子どもたち

がお友達と語り合ったり、落ち着いて宿題に取り組める

よう、たく さんのテーブルとイスが置かれています。

また、日替わりで

いろいろな教室が開

かれており、お花の

教室は元 PTA 役員

や卒業生、キンボー

ル教室は卒業生の保

護者、野球教室は地

域の野球クラブの団体など、多くの教室が地域の方に講

師になっていただいています。子どもたちが地域の方々

と触れ合うことで、地域で子育てをする環境が自然に生

まれています。また、5 年前から地域のNPO法人ウー

ヴが業務の一部を担っており、元々 は学校での読書推進

活動のために絵本の読み聞かせを行っていた団体で、お

話や詩を覚えて台本を見ずに語る練習をする、かたり教

室などを行っています。ウーヴのスタッフの皆さんも同

じ地域で生まれ育った方が多く 、地元の方を積極的に雇

用することで活躍の

場を提供しており、

皆さんが地域や子ど

もたちの役に立ちた

いという熱い思いで

活動に携わっている

そうです。

平成 13 年度に、全児童放課後等対策事業のモデル事業として第二延山小学校でスタートした『すまいるスク

ール』。平成18年度には品川区の全ての小学校で実施され、今では全児童の7割以上が登録しています。放課

後や土曜日、長期休暇に小学生の安全な居場所を提供するだけでなく、学習や遊び、スポーツを通して、児童

の成長と人間関係を育むさまざまな取り組みをしています。

特集① すまいるスク ール
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【 大井倉田児童センター】 住所：大井 4-11-34

電話 3776-4881 相談専用電話：3778-1263

『 大井倉田』は児童センターの中で唯一、子育て相談

センターとしての専用電話があり、直接あるいは電話で、

たく さんの子育てに関する相談に対応しています。保育

士や教員免許をもった専門相談員が保護者のお話に親

身に耳を傾け、相談内容によって、保健センターや子育

て支援課など、地域の適切な社会資源につなぐ役割を担

っています。また地域の子育て支援に関わる９つの自主

グループや団体に活動場所を提供しており、地域の子育

て支援活動の活性化を後押ししています。中でも、ママ

と小さい子どものための預かりあい自主グループあい

あいは2004 年から10 年にわたって活動しています。

利用者の対象は0 歳～4 歳の未就園児とそのママで、

多い時は20 組の親子が利用していました。

現在は、毎回4 組く らいの親子が、週に1～2 回、

午前中の2 時間程度、子どもの預かり合いをしていま

す。児童センターのスタッフの皆さんが見守り、声掛け

をする環境の中で行う活動は、ママたちにとって大きな

安心感につながっています。

【 平塚児童センター】

住所：平塚 2-2-3 電話：3786-2228

『 平塚』は中高生対象のティーンズプラザとしても利

用でき、映像とダンス、そしてスポーツにも力を入れて

います。ここ数年は、トランポリン講師の指導により、

トランポリンやマットを利用するアクロバットの練習

も盛んで、小学生から高校生までたく さんの子どもたち

があこがれのバク宙やバク転に挑戦しています。そして、

今年5 月には、日本ペイント株式会社と協働し、親子

サロン『 ペイント大作戦』 を実施しました。2 歳～5 歳

く らいの子どもたちが、日本ペイントの社員の皆さんと

一緒に、親子で壁に楽しく絵を描きながら塗装。日本ペ

イントの女性社員によるプロジェクトチームだったそ

うで、女性ならではの配慮もあり、参加した子どもたち

は「 めったにできない経験なので楽しい！」などと目を

輝かせながら、手をいっぱいに広げて自分の体よりも大

きな絵を壁に描いていたそうです。塗装が完成したサロ

ンは明るく幸せな雰囲気の空間に大変身するとともに、

楽しい思い出の場所となりました。

児童センターは、0 歳～18 歳の子どもとその保護者を対象とし、幅広い年代の子どもたちが自由に利用できる地

域の身近な施設です。区内には 25 館あり、そのうち 9 館は「ティーンズプラザ」として、開館時間を延長するなど中

高生が活動しやすい取組みを行っています。子どもから大人まで楽しめるボルダリングウォールを備えた『ゆた

か』、音楽スタジオがあり、中高生のバンド活動が活発に行われている『東中延』など、各館それぞれの特色があり

設備も充実しています。また、区民、団体、企業など、さまざまな協働による活動も行われています。

今回は、子どもの預かりあい自主グループが活動する『大井倉田』と、最近、企業との協働のワークショップを実

施した『平塚』でお話を伺ってきました。

今年で第7 回を数える品川子育てメッセ。2007 年に一人のお母さんの呼びかけから集まった18 人の実行委

員により開催され、大盛況をおさめました。第3 回からは、品川子育てメッセ実行委員会・ 品川区・ ＮＰＯ法人

ふれあいの家―おばちゃんちの3 者による協働事業となっています。出展団体は、民間・ ＮＰＯ団体・ 行政・ 地

元商店・ 企業など。今年度の出展数は６０を超えました。現役子育て中の母親らの有志による「 子育てメッセ実

行委員会」。その若いママたちの意気に感じた多くの方々 が、ご支援・ ご協力を快く申し出てくださって、今ま

で開催してこられました。困ったことを行政に頼り切るのではなく 、区民は区民の持てるパワーを出す。そうす

ることで、「 自立する区民の育成」 にも貢献している事業であるといえるでしょう。

今年2014 年は7 月4 日（ 金）、今までのきゅりあんより場所を

移し、スクエア荏原を１Ｆから４Ｆまで全室借り切っての初開催と

なります。若いママたちの熱気や区民と行政、企業等の協働のパワ

ーを感じられる「 品川子育てメッセ」 に、ぜひ足をお運びください。

『東中延』定期ライブ 『ゆたか』ボルダリング

特 集 ② 児 童 セ ン タ ー

お知らせ『 品川子育てメ ッ セ 2 0 1 4 』

第 6回 2013 年の様子 2014 年 説明会
日時：2014 年 7月 4日（金）10:00～16:00

会場：スクエア荏原(荏原 4-5-28) 問い合せ HP：http://s-messe.com/

『大井倉田』あいあい 『平塚』ペイント大作戦
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